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村

則

行

清
朝
の
新
體
制
が
名
實
共
に
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
康
煕
十
八

(
一
六
七
九
)
年
に
清
朝
最
初
の
博
學
鴻
詞
科
が
行

な
わ

れ
、
五
〇
名
に

及
ぶ

一
代
の
碩
學
が
特
別
に
任
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
五
〇
名

の
氏
名
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

第

一
等
二
十
名

彰
孫
這

.
侃
燦

.
張
烈

.
注
霧

.
喬
莱

・
王
頂
齢

・
李
因
篤

・
秦
松
齢

・
周
清
原

・
陳
維
繧

・
徐
嘉
炎

・
陸
菓

・

濤
動

.
銭
中
譜

・
注
揖

・
衰
佑

・
朱
舞
尊

・
湯
斌

・
注
腕

・
丘
象
随

第
二
等
三
十
名

李
來
泰

.
渚
来

.
沈
珊

・
施
閏
章

・
米
漢
妥

・
黄
與
堅

・
李
鎧

・
徐
欽

・
沈
笏

・
周
慶
曾

・
尤
個

・
萢
必
英

・
崔

如
岳

.
張
鴻
烈

.
方
象
瑛

・
李
澄
中

・
呉
元
龍

・
鹿
鎧

・
毛
奇
齢

・
銭
金
甫

・
呉
任
臣

・
陳
鴻
績

・
曹
宜
薄

・
毛

升
芳

・
曹
禾

・
黎
籍

・
高
詠

・
龍
墜

・
郡
遠
平

・
嚴
縄
孫

こ
の
中
に
は
李
因
篤

.
陳
維
巌

・
朱
葬
尊

.
注
現

.
渚
来

.
施
閏
章

・
尤
個

・
毛
奇
齢

・
嚴
縄
孫
な
ど
と
い

っ
た
、
清
初
文
學
の
形

成
に
與

っ
て
力
あ

っ
た
著
名
な
文
人
の
名
前
が
綺
羅
星
の
如
く
輝
い
て
お
り
、
在
野
の
遺
賢
を
召
出
す
博
學
鴻

詞
科

の
所

期
の
目
的



は
、
ほ
ぼ
達
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
實
施
さ
れ
た
康
熈
十
八
年
己
未
科
の
進
士
題
名
碑
録
に
は
、
趙
執
信
を

除
い
て
文
學
史
的
に
さ
ほ
ど
重
要
な
文
人
の
名
が
學
が

っ
て
い
な
い
こ
と
を
見
て
も
、

い
よ
い
よ
こ
の
感
を
強
く
す
る
。
從

っ
て
、
後

世
の
文
人
も
ま
た
、
こ
の
博
學
鴻
詞
科
の
成
果
に
つ
い
て
等
し
く
高
い
評
贋
を
與
え
て
き
た
。
例
え
ば
沈
徳
漕
が
、

理
學

・
儒
林

・
名
臣

・
碩
輔
、
皆
出
其
中
。
人
文
之
盛
、
爲
本
朝
設
科
之
冠
。
擬
之
唐
宋
、
蓋
遠
過
云
。

理
學

・
儒
林

・
名
臣

・
碩
輔
皆
其
の
中
よ
り
出
づ
。
人
文
の
盛
な
る
、
本
朝
設
科
の
冠
爲
り
。
之
を
唐
宋
に
擬
す
る
も
、
蓋
し
遠

か
に
過
ぎ
た
り
。

と
述
べ
、
呉
鷹
が
、

牧
羅
天
下
賢
篤

・
奇
才

・
異
能
之
士
、
錐
布
衣

・
章
帯

・
巖
穴

・
幽
隠
、
莫
不
徴
求
辟
薦
。

天
下
の
賢
篤

・
奇
才

・
異
能
の
士
を
牧
羅
し
、
布
衣

・
章
帯

・
巖
穴

・
幽
隠
と
錐
も
徴
求
辟
薦
せ
ざ
る
は
莫
し
。

と
述
べ
、
さ
ら
に
ま
た
孟
森
が
、

康
熈
己
未
、
取
士
最
寛
、
而
最
爲
後
世
所
傳
述
。
性
道

・
事
功

・
詞
章

・
考
擦
、
皆
有
絶
特
之
成
就
。

康
熈
己
未
、
士
を
取
る
は
最
も
寛
く
、
而
し
て
最
も
後
世
の
傳
述
す
る
所
と
爲
る
。
性
道

.
事
功

・
詞
章

.
考
擦
、
皆
絶
特
の
成

就
有
り
。

と
述
べ
て
い
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
博
學
鴻
詞
科

に
つ
い
て
は
、
康
煕
十
八
年
と
い
う
そ
の
時
期
と
、
明
史
編
纂
と
い
う
そ

の
目
的
と
を
併
せ
考

え
た
場
合
、
こ
こ
に
畢
げ
ら
れ
た
五
〇
名
は
と
も
か
く
も
、
こ
こ
に
畢
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、
或
い
は
畢
げ
ら
れ
る

こ
と
を
極
力
回
避
し
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熈
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た
許
多
の
文
人
の
存
在
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
。
今
、
秦
瀟

『
己
未
詞
科
録
』
に
擦

れ
ば
、
そ
れ
ら
の
文
人
の
名
前
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

試
に
臨
ん
で
病
を
告
ぐ
る
者
二
人

傅
山

・
杜
越

憂

に
丁
り
、
未
だ
試

に
與
ら
ざ
る
者
十
四
人

曹
溶

・
注
想
麟

・
黄
虞
稜

・
王
穀
章

・
陳
學
菱

・
戴
王
論

・
林
以
畏

・
陸
朧
其

・

恵
周
楊

・
張
貞

・
銭
芳
標

・
彰
桂

・
桐
崇
僕

・
何
維
槙

未
だ
試
せ
ず
し
て
病
故
す
る
者
三
人

葉
箭
崇

・
郁
植

・
陳
九
勝

・

未
だ
試
せ
ず
し
て
致
仕
す
る
者

一
人

祝
宏
坊

病
を
患
い
、
行
催
さ
る
る
も
到
ら
ざ
る
者
十
四
人

鷹
爲
謙

・
張
新
標

・
萢
郁
鼎

・
王
追
験

・
稽
宗
孟

・
察
方
嫡

・陸
舜

・
李
容

・

黄
宗
義

・
張
九
徴

・
魏
禧

・
顧
景
星

・
顧
豹
文

・
章
貞

(中
途
に
し
て
病
を
告
げ
與
ら
ず
)

京
に
到
る
も
疾
と
構
し
て
試
に
與
ら
ざ
る
者
二
人

紀
艮

・
王
宏
撰

試

に
與
る
も
未
だ
用
ひ
ら
れ
ざ
る
者
九
十
五
人

閻
若
壕

・
田
斐

・
稽
永
幅

・
呉
斐

・
楊
還
吉

・
薦
雲
駿

・
畢
振
姫

・
顧
鼎
鐙

・

56

葉

封

・
陳

玉

堪

・
陳
僖

・
孫

集

・
李

念

慈

・
呉

農

詳

・
張

瑞

徴

・
許

先

甲

・
趙

進

美

・
陸

元

輔

・
王

念

眞

・
任

辰

旦

・
陸

次

雲

・
許

自

俊

・
魏

學

渠

・
儲

方

慶

・
周

之

道

・

郡

林

梓

・
李

良

年

・
江

闘

・
白

夢

窮

・
林

尭

英

・
葉

灼

業

・
葉

変

苞

・
周
茂

遇

・
漏

行

賢

・
王

詐

興

・
徐

林

鴻

・
羅

坤

・
楊

統

蘭

・
黄

始

・
宋

維

蕃

・
金

居

敬

・
王
岱

・
施

清

・
高

暦
雲

・
張

英

・
宋

實

頴

・
課

吉

聰

・
王

孫

蔚

・
毛

際

可

・
王

紫

綬

・
上

官

鑑

・
法

若
眞

・
王

廷



僻
し
て
就
か
ざ
る
者
十
二
人

期
に
後
れ
、
未
だ
試
せ
ざ
る
者
二
人

學
げ
ら
る
も
期
に
及
ぼ
ざ
る
者

一
人

補
遺
二
人

(薦
を
僻
し
て
就
か
ず
)

壁

・
李

大

春

・
徐

威

清

・
傅

戻

・
侯

七
乗

・
張

震

・
成

其

悪

・
宋

呈

・
徐

愚

昭

・
陶

元

淳

・
王

餓

・
董

愈

・
李

芳

廣

・
播

麗

言

・
徐

之

凱

・
徐

濡

芳

・
趙

廷

錫

・
藩

藩

大

・
張
含

輝

・
郎

載

贋

・
李

瑞

徴

・
陳

簑

・
葉

方

蔚

・
許

孫

蓋

・
程

大

呂

・
程

必
昇

・
趙

驕

淵

・
陳

宏

・
陳

懐

眞

・
高

向

台

・
宋

涌

・
馬
駿

・
朱

培

・
程

易

・
朱

士

曾

・
劉

瑞

遠

・
戴

茂

隆

・

李

開

泰

・
郡
允

葬

・
林

鵬

・
張
能

鱗

・
周

起

宰

・
趙

廷

麗

顧

炎

武

・
王

揆

・
徐

夜

・
聞

性

道

・
萬

斯

同

・
王

曾

武

・
李

清

・
仲

治

・
胡

周
鼎

・

焉

京

・
崔

華

・
費

密

夏

駆

・
方

象

褒

姜

震

英

周

容

・
銭

崩

潤

こ
れ
を
見
る
と
、
こ
の
時

一
度
は
推
薦
を
受
け
た
も
の
の
、
何
ら
か
の
理
由
を
設
け
て
清
朝
の
召
請
を
僻
退
し

て
い
る
者
に
、
傅

山

・
陸
朧
其

・
黄
宗
義

・
王
宏
撰

・
顧
炎
武

・
萬
斯
同

・
李
清
な
ど
と
い

っ
た
當
時
第

一
級

の
碩
學
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
に

共
通
す
る
も
の
は
、
彼
ら
が
等
し
く
明
の
遺
民
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
明
の
遺
民
の
多
く
を
探
用
す
る
こ
と
に
結
果
的
に
失
敗

し
た
點
に
つ
い
て
、
先
に
述
べ
た
博
學
鴻
詞
科
の
成
果
も
實
は
大
い
に
割
引

い
て
考
え
ね
ぽ
な
る
ま
い
。

又
、
陳
守
實
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鴻
博
科
開
、
威
脅
利
誘
、

一
時
列
薦
刻
者
、
幾
二
百
人
。
剛
介
者
、
以
死
自
誓
、
而
迫
促
頓
擢
、
幾
無
人
状

。
巽
儒
者
、
威
憎
之
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(
5
)

來
、
ロ
咲
不
言
、
而
宛
轄
遷
就
、
以
史
爲
籠
、
以
威
爲
流
、
以
利
爲
誘
、
而
天
下
無
可
逃
之
人
　
。

鴻
博
の
科
の
開
か
る
る
や
、
威
も
て
脅
し
、
利
も
て
誘
ひ
、

一
時
の
薦
刻
に
列
す
る
者
、
二
百
人
に
幾
し
。
剛
介
な
る
者
、
死
を

以
て
自
ら
誓
う
も
、
迫
促
ら
れ
て
頓
擢
け
、
幾
ん
ど
人
の
状
無
し
。
巽
儒
な
る
者
、
之

が
來

る
を
威
憎
れ
、
口
は
咲
え
て
言
は

ず
、
而
も
宛
轄
と
し
て
蓬
就
す
。
史
を
以
て
籠
と
爲
し
、
威
を
以
て
械
と
爲
し
、
利
を
以
て
誘
と
爲
す
。
而
し
て
天
下
に
逃
ぐ
可

き
の
人
無
し
。

こ
の
記
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
康
煕
十
八
年
に
行
な
わ
れ
た
清
朝
最
初
の
博
學
鴻
詞
科
は
、
明
の
遺
民
で
あ
る
に
せ
よ
、
清
の

忠
臣
で
あ
る
に
せ
よ
、
當
時
に
生
き
る
全
て
の
文
人
に
嚴
し
く
明
確
な
態
度
の
選
釋
を
迫

っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
清
朝
文
學
の

展
開
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、
甚
だ
重
要
な

一
大
轄
期
と
し
て
、
或
い
は
新
た
な
出
發
點
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
學
げ
ら
れ
た
五
〇
名
の
中
、
李
因
篤

・
凋
贔

・
朱
葬
尊

・
活
来

・
嚴
縄
孫
の
五
名
は
布

衣

出
身

で
あ

る
。
即

ち
、
彼
ら
は
清
朝
治
下
に
あ

っ
て
こ
の
時
ま
で
清
朝
に
仕
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
こ
の
時
始
め
て
清
朝
の
緑
を
食
ん
だ
者
達
で
あ
る
。
彼

ら
は
こ
の
博
學
鴻
詞
科
の
い
わ
ば
眼
玉
的
存
在
で
あ
り
、
當
時
か
ら
既
に
世
評
高
く
喧
傳
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
康
熈
帝
が
、

聞
江
南
有
三
布
衣
。
爾
未
仕
耶
。

江
南

に
三
布
衣
有
り
と
聞
く
。
尚
お
未
だ
仕

へ
ざ
る
や
。

(
6
)

と
言

っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
所
謂
江
南

の
三
布
衣
の
安
否
を
下
問
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
し
、
王
士
禎
の

『
池
北
偶
談
』

に

「
四
布
衣
」
の
條
を
設
け
る
の
を
始
め
と
し
て
、
彼
ら
に
言
及
す
る
當
時
の
文
献
は
敷
多
い
。
蓋
し
、
清
朝
側
或

い
は
文
人
の
讐
方

に
と

っ
て
、
彼
ら
の
存
在
が
幅
廣
く
天
下
の
人
材
を
召
出
す
博
學
鴻
詞
科
の
恰
好
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
殊
更

に
際
立
っ
た
故
で
あ

腸



ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
て
鳴
り
物
入
り
で
清
朝
に
仕
え
た
は
ず

の
彼
ら
で
あ
る
が
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
後

の
輕
歴
は

必
ず
よ
も
順
調
で
は
な
い
。
郎
ち
、
数
年
を
経
ず
し
て
そ
の
悉
く
が
宮
中
を
逐
わ
れ
、
再
び
野

に
下

っ
て
餘
生
を
終

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
實
の
と
こ
ろ
明
の
遺
民
で
も
な
く
、
さ
り
と
て
積
極
的
に
清
の
忠
臣
で
も
な
か

っ
た
彼
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
人
生
の
軌
跡
は
、
明

清

の
過
渡
期
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
甚
だ
象
徴
的
で
あ
り
、
か
つ
運
命
的
で
さ
え
あ
る
。

私
は
本
論
に
お
い
て
、
以
上
の
経
過
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
こ
の
布
衣
の
士
を
中
心
に
し
た
當
時
の
文
人
の
動
き
を
把
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
康
煕
十
八
年
に
行
な
わ
れ
た
清
朝
最
初
の
博
學
鴻
詞
科
の
清
朝
文
學
史
上
に
占
め
る
意
義
、
或

い
は
役
割
に

つ
い
て
考
え
、
併
せ

て
清
朝
文
學
の
出
發
の
仕
方
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

二

(7
)

康
熈
十
七

(
一
六
七
八
)
年
正
月
二
十
二
日
、
康
煕
帝
は
吏
部

に
命
じ
て
次
の
諭
旨
を
下
よ
、
新
た
に
博
學
鴻
詞
科
を

開

い
て
廣
く

天
下
の
碩
學
を
任
用
す
る
こ
と
を
宣
告
す
る
。

.

自
古

一
代
之
興
、
必
有
博
學
鴻
儒
、
振
起
文
運
、
閾
發
経
史
、
潤
色
詞
章
、
以
備
顧
問
著
作
之
選
。
朕
萬
幾
餘
暇
、
游
心
文
翰
、

思
得
博
學
之
士
、
用
資
典
學
。
我
朝
定
鼎
以
來
、
崇
儒
重
道
、
培
養
人
材
。
四
海
之
廣
、
豊
無
奇
才
碩
彦
、
學
間
淵
通
、
文
藻
塊

麗
、
可
以
追
踪
前
詰
者
。
凡
有
學
行
兼
優
、
文
詞
卓
越
之
人
、
不
論
已
仕
未
仕
、
令
在
京
三
品
以
上
、
及
科
道
官
員
、
在
外
督
撫

(
8
)

布
按
、
各
畢
所
知
。
験
將
親
試
録
用
。

康
煕
十
八
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)
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古
自
り

一
代
の
興
る
は
、
必
ず
博
學
鴻
儒
の
文
運
を
振
起
し
、
経
史
を
閲
發
し
、
詞
章
を
潤
色
し
、
以
て
顧
問
著
作
の
選
に
備
ふ

る
有
り
。
朕
は
萬
幾
の
餘
暇
、
心
を
文
翰

に
游
ば
し
、
博
學

の
士
を
得
、
用
て
典
學

に
資
せ
ん
と
思
ふ
。
我

朝
は
定
鼎
以
來
、
儒

を
崇
び
道
を
重
ん
じ
、
人
材
を
培
養
す
。
四
海
の
廣
き
、
豊

に
奇
才
碩
彦

の
學
間
淵
通
し
、
文
藻
塊
麗

に
し
て
、
以
て
前
詰
を
追

踪
す
べ
き
者
無
か
ら
ん
。
凡
そ
學
行
兼
て
優
れ
、
文
詞
卓
越
の
人
有
ら
ば
、
巳
に
仕

へ
未
だ
仕

へ
ざ
る
と
を
論
ぜ
ず
、
令
し
て
在

京
は
三
品
以
上
及
び
科
道
官
員
、
在
外
は
督

・
撫

・
布

・
按
、
各
お
の
知
る
所
を
畢
げ
よ
。
朕
將
て
親
試
録
用
せ
ん
。

こ
こ
に
は
國
家
の
威
信
と
人
材
の
登
用
と

に
か
け
る
康
煕
帝
の
絶
封
の
自
信
が
濫
れ
て
い
る
が
、
そ
の
言
葉
通
り
、
強
大
な
國
家
権

力
を
背
景
に
し
て
こ
の
臨
時
の
特
別
國
家
試
験
は
遅
滞
な
く
實
行
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
辟
召
に
慮
じ
、
各
部
の
推
薦
を
経
て
、
陸
績
と

(
9
)

し
て
京
師
に
馳
せ
集

っ
た
者
百
八
十
六
名
は
、
特
に
そ
の
高
齢
を
配
慮
し
て
嚴
寒
時
の
試
験
を
避
け
、
翌
康
熈
十
八
年
三
月
初

一
日
、

宮
中
の
體
仁
閣
に
お
い
て
召
試
が
行
な
わ
れ
た
。
試
題
は
熔
磯
玉
衡
賦

(
四
六
序
)
・
省
耕
詩

(
五
言
排
律
二
十
韻
)
で
あ
る
。
朱
葬
奪
を

は
じ
め
、
こ
の
試
験
を
受
け
た
文
人
の
文
集
に
今
も
な
お
こ
の
題
を
賦
す
る
詩
文
が
多
く
残
る
の
は
、
こ
の
時
の
答
案
文
で
あ
る
。
閲

巻

官
は
大
學
士
戸
部
尚
書
李
露

・
大
學
士
禮
部
尚
書
杜
立
徳

・
大
學
士
刑
部
尚
書
漏
薄

・
掌
院
學
士
禮
部
侍
郎
葉
方
講
で
あ

っ
た
。
越

え
て
四
月
六
日
に
は
成
績
發
表
が
な
さ
れ
、
成
績
を
そ
れ
ぞ
れ
上
上

・
上

・
中

・
下
の
四
等
に
分
ち
、
上
上
巻
二
〇
名
を

一
等
、
上
巻

三
〇
名
を
二
等
と
し
て
合
計
五
〇
名
を
正
式
に
任
用
し
、
中
巻
下
巻
の
者
は
下
第
と

し
た

の
で
あ
る
。
先
ほ
ど
學
げ
た

『
己
未
詞
科

録

』
中
の

「試

に
與
る
も
未
だ
用
ひ
ら
れ
ざ
る
者
九
十
五
人
」
と
は
こ
の
下
第
の
者
達
の
謂
で
あ
る
。

こ
の
五
0
名
は
次

い
で
史
館
に
入
り
、
明
史
纂
修

に
た
ず
さ
わ
る
こ
と

に
な
る
。
清
朝
に
よ
る
明
史
の
編
修
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
の

に
は
、
實
に
こ
の
五
〇
名
の
貢
獄
に
擦
る
も
の
が
大
き
い
の
で
あ

る
が
、
今
、
李
晋
華

『
明
史
纂
修
考
』
を
参
照

す
れ
ば
、
今
日
の

06



『
明
史
』
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
文
人
に
よ
る
執
筆
分
澹
箇
所
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

尤

伺
i

弘
正
諸
臣
列
傳
、
外
國
傳
、
藝
文
志
等
篇
。

毛
奇
齢
ー

弘
正
二
朝
紀
傳
及
諸
雑
傳
。

湯

斌
ー

天
文
志
、
暦
志
、
五
行
志
、
及
正
統

・
景
泰

・
天
順

・
成
化

・
弘
治
五
朝
列
傳
、
太
租
本
紀
、

后
妃
傳
等
篇
。

方
象
瑛
ー

景
帝
本
紀
、
及
景
泰

・
天
順

・
成
化

・
隆
慶

・
萬
暦

・
天
啓

・
崇
頑
各
朝
臣
傳
共
八
十
六
篇
。

朱
舞
尊
i

文
皇
帝
本
紀
、
及
洪
武
朝
臣
傳
三
十
篇
。

施
閏
章
ー

景
泰

・
天
順
各
朝
列
傳
。

注

現
ー

各
朝
列
傳
百
七
十
五
篇
。

沈

珊
-

列
傳
十
餘
篇
、
及
各
朝
本
紀
論
賛
。

徐
嘉
炎
ー

建
文
帝
本
紀
。

陸

菜
ー

文
皇
帝
本
紀
、
及
漕
河

・
水
利

・
藝
文

・
選
畢
諸
志
。

侃

燦
　

藝
文
志
序
。

活

来
　

食
貨
志
兼
他
紀
傳
、
自
洪
武
以
下
五
朝
稿
、
皆
所
訂
定
。

徐

欽
　

愈

(大
猷
)

・
戚

(縫
光
)

・
劉
馬
諸
大
傳
。

嚴
縄
孫
　

隠
逸
傳
。

喬

莱
　

崇
顧
長
編
。

康
熈
十
八
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
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そ
れ
で
は
こ
の
博
學
鴻
詞
科
に
封
し
、
當
時

の

一
般

の
文
人
は
ど
の
よ
う
な
反
鷹
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
清
朝
に
入
っ
て
最
初

の
博
學
鴻
詞
科
が
開
か
れ
る
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
當
時
の
文
人
は
、
各
自
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
に
よ
っ
て
概
ね
二
つ
の
異
な

っ
た
反
鷹
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

一
つ
は
、

こ
れ
を
清

の
忠
臣
と
し
て
又
と
な
い
出
世
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
把
え
る

態

度
で
あ
り
、
今

一
つ
は
、
自
分
を
あ
く
ま
で
明
の
逡
民
と
し
て
規
定
し
つ
つ
、
で
き
う
る
限
り
清
朝
の
招
請
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る

態
度
で
あ
る
。
ま
ず
前
者
に
關
す
る
記
事
資
料
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
王
鷹
奎

「
柳
南
随
筆
」

に
、

(n
)

於
是
隠
逸
之
士
、
亦
争
趨
輩
毅
。
惟
恐
不
與
。

是
に
於
て
隠
逸

の
士
、
亦
た
孚
ひ
て
賛
穀
に
趨
く
。
惟
だ
與
ら
ざ
る
を
恐
る
る
な
り
。

と

い
う
記
事
が
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に

「隠
逸

の
士
が
パ

ス
に
乗
り
お
く
れ
ま
い
と
し
て
争

っ
て
天
子

の
お
膝
元

へ
や

っ
て
來
る
」
と

は
、
博
學
鴻
詞
科
を
出
世

の
手
ず
る
と
し
て
考
え
た
者

の
謂
い
で
あ
ろ
う
。
實

に
こ
の
時
、
山
中

に
隠
遁
し
て
い
た
は
ず

の
伯
夷
叔
齊

の
輩
が
、
あ
ろ
う
こ
と
か
首
陽
山
を
下
り
て
い
そ
い
そ
と
清
朝
に
仕
え
よ
う
と
し
た
事
例
は
数
多
く
あ

っ
た
ら
し
く
、
浦
起
龍

「
不
是

齋
筆
記
」

に
、

(
11
)

當
時
前
代
遺
民
、
多
膚
徴
辟
。
是
以
献
嘲
者
有

「無
敷
夷
齊
下
首
陽
」
之
語
。

當
時
前
代
の
遺
民
に
徴
辟
に
麿
ず
る
も
の
多
し
。
是
を
以
て
嘲
を
献
ず
る
者
に

「
無
数
の
夷
齊
、
首
陽
を
下

る
」
の
語
有
り
。

と
述
べ
る
の
は
そ
の
例
で
あ
る
。
後

に
改
め
て
取
り
あ
げ
る
顧
炎
武
も
、
自
分
が
こ
の
類
の
者
と
同

一
覗
さ
れ
た
事
に
よ
ほ
ど
侮
辱
を

感

じ
た
ら
し
く
、
次

の
よ
う
に
彼
ら
を

「
名
を
釣
る
者
」
だ
と
よ
て
罵
倒
し
て
い
る
。

(12
)

頃
者
東
方
友
人
書
來
、
謂
弟
蓋
亦
聴
人

一
薦
。
薦
而
不
出
、
其
名
愈
高
。
嵯
乎
!
此
所
謂
釣
名
者
也
。
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頃
者
東
方
の
友
人
よ
り
書
來
り
、
謂
ふ

「弟
盗
ぞ
亦
た
人
の

一
た
び
薦
む
る
を
聴
か
ざ
る
。
薦
め
ら
れ
て
出

で
ず
ん
ば
、
其
の
名

愈
よ
高
か
ら
ん
」
と
。
嵯
乎
1
此
れ
所
謂
名
を
釣
る
者
な
り
。

次
い
で
、
光
聰
譜

「
有
不
爲
齋
随
筆
」
、
あ
る
い
は
院
葵
生

「茶
餘
客
話
」
等
に
見
え
る
打
油
詩

の

(
13
)

縦
然
博
得
虚
名
色
、
袖
裏
鷹
持
廿
四
金

縦
然
虚
の
名
色
を
博
よ
得
ば
、
袖
裏
に
鷹
に
廿
四
金
を
持

つ
べ
し

な
ど
は
、
そ
の
推
薦
に
當
た
っ
て
買
官
工
作
資
金
と
し
て
幾
何
か
の
賄
賂
が
お
く
ら
れ
た
こ
と
を
匂
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
ま
で

來
れ
ば
政
治
倫
理
も
何
も
あ

っ
た
も
の
で
な
く
、
當
時
世
上
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
た
所
謂

「
損
納
」
問
題
よ
り
も
更

に
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で

あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
晴
れ
て
博
學
鴻
詞
科
に
合
格
し
た
毛
奇
齢
が
、
當
時
遺
民
と
し
て
の
餘
生
を
途

っ
て
い
た
張
岱
忙

樹
し
て
、

(
14
)

夫
名
山
之
藏
、
本
待
其
人
。
久
聞
不
發
、
必
成
物
怪
。

夫
れ
名
山
の
藏
は
本
と
其
の
人
を
待

つ
。
久
し
く
悶
じ
て
發
か
ざ
れ
ば
、
必
ず
物

の
怪
と
成
ら
ん
。

な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
實
に
傲
慢
不
遜
な
態
度
で
明
史
の
資
料
提
出
を
要
請
す
る
手
紙
を
書
き
迭

っ
た
こ
と
は
、
當
時
既
に
心
あ
る
文

人
の
餐
蓬
を
買

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
毛
奇
齢
に
と

っ
て
こ
の
博
學
鴻
詞
科
が
ど
ん
な
意
味
を
持

っ
て
い
た
か
を
象
徴
的
に
示
す

エ
ピ

ソ
ー
ド
だ
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

こ
う
し
て
、
博
學
鴻
詞
科
に
よ
せ
る
各
人
各
様
の
反
鷹
を
見
て
い
る
と
、
そ
の

一
方
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
輩
な
る
出
世
の
爲
の
千

載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
と
よ
て
よ
か
把
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
文
人
も
確
か
に
敷
多
く
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
或

い
は
量
的
に
は

康
熈
十
八
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博
學
鴻
詞
科
と
清
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文
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こ
の
種
の
文
人
が
最
多
数
で
あ

っ
て
、
最
も
普
遍
的
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
今
日
我
々
が
博
學
鴻
詞
科
の
意
義
と
役
割
と
に
つ

い
て
考
、兄
る
と
き
、
こ
の

一
方

の
側
面
も
見
す
ご
し
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。

三

さ
て
こ
こ
に
、
そ
の
よ
う
に
博
學
鴻
詞
科
に

一
獲
千
金
を
狙
う
輩
と
は
封
照
的
に
、
清
朝
側
の
再
三
の
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寛

に
清
朝
に
仕
え
る
こ
と
な
く
、
明
の
遺
民
と
し
て
の
生
涯
を
貫
き
通
し
た
文
人
と
し
て
、
顧
炎
武
や
黄
宗
義

の
名
前
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

顧
炎
武

(
一
六
一
三
i

一
六
八
二
)
は
江
蘇
毘
山
の
人
。

一
六
四
五
年
、
明
清
の
鼎
革
後
も
明
朝
再
興

の
願
望
を
最
後
ま
で
棄
て
ず
、

蒋
山
傭
と
名
を
攣
え
、
地
下
に
漕
行
し
て
抵
抗
を
績
け
た
硬
骨
漢
で
あ
る
。
そ
の
彼

の
反
清
活
動
を
支
え
た
バ

ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
・

清
朝
に
抗
し
絶
食
し
て
果
て
た
養
母
王
氏

の
次
の
遺
言
が
あ

っ
た
こ
と
を
、
顧
炎
武
自
ら

「
泣
血
し
て
謹
し
ん
で
輝

べ
」
て
い
る
。

遺
言
日
、
我
雌
婦
人
、
身
受
國
恩
、
與
國
倶
亡
、
義
也
。
汝
無
爲
異
國
臣
子
、
無
負
世
世
國
恩
、
無
忘
先
租
遺
訓
、
則
吾
可
以
瞑

(
15
)

於
地
下
。

遺
言
に
日
く
、
我
れ
婦
人
と
錐
も
身
は
國
恩
を
受
く
。
國
と
倶
に
亡
ぶ
は
義
な
り
。
汝
、
異
國
の
臣
子
と
爲

る
無
く
、
世
世
の
國

恩
に
負
く
無
く
、
先
祀
の
遺
訓
を
忘
る
無
く
ん
ぽ
、
則
ち
吾
れ
以
て
地
下
に
瞑
す
べ
し
と
。

こ
の
遺
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
實
に
嚴
し
い
時
代
状
況
を
生
き
た
顧
炎
武

に
と

っ
て
、
康
熈
十
七
年
の
博
學
鴻
詞
科

の
推
薦

は
、
や
は
り
ど
う
し
て
も
固
畔
せ
ざ
る
を
得
な
い
試
練
で
あ

っ
た
。
印
ち
彼
は
、
明
史
館
総
裁
で
あ
る
葉
方
誇
か
ら
の
執
拗
な
任
官
要
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求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
こ
れ
を
強
硬
に
つ
っ
ぱ
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
16
)

七
十
老
翁
何
所
求
、
正
欠

一
死
、
若
必
相
逼
、
則
以
身
殉
之
　
。

七
十
の
老
翁
何
を
か
求
む
る
所
ぞ
。
正
に

一
死
を
欠
く
の
み
。
若
し
必
ず
相
逼
ら
ば
、
則
ち
身
を
以
て
之

に
殉
ぜ
ん
。

最
も
親
し
い
友
人
で
あ
り
、
且
つ
學
問
上
の
弟
子
で
も
あ

っ
た
洛
来
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
も
、
彼
は
次

の
よ
う
に

「果
し
て
此
の

命
有
ら
ば
、
死
に
非
ず
ん
ぽ
則
ち
逃
げ
ん
」
と
、
そ
の
堅
強
な
決
意
を
披
涯
し
て
い
る
。

先
批
以
三
昊
奇
節
、
蒙
恩
施
表
。

一
聞
國
難
、
不
食
而
終
、
臨
没
丁
寧
有
無
仕
異
朝
之
訓
。
辛
亥
之
夏
、
孝
感
特
束
相
招
、
欲
吾

(
17
)

佐
之
修
史
、
我
答
以
果
有
此
命
、
非
死
則
逃
。

先
批
は
三
呉

の
奇
節
を
以
て
、
恩
を
蒙
む
り
雄
表
さ
る
。

一
た
び
國
難
を
聞
く
や
、
食
せ
ず
し
て
終
る
。
没

す
る
に
臨
ん
で
丁
寧

め
て
異
朝
に
仕
ふ
る
こ
と
無

か
れ

の
訓
有
り
。
辛
亥

(
一
六
七
一
)
の
夏
、
孝
感
特

に
束
し
て
相
招
き
、
吾

に
之
が
修
史
を
佐
け

ん
こ
と
を
欲
す
。
我
答
ふ
る
に
以
て
、
果
し
て
此
の
命
有
ら
ば
、
死
に
非
ず
ん
ば
則
ち
逃
げ
ん
と
。

つ
い
で
次
の
詩

は
、
そ
の
顧
炎
武
が
攣
節
者
の
溢
れ
る
京
師
の
現
状
を
苦
々
し
く
思

っ
て
い
た
様
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
清
水
茂
氏

に
よ
れ
ば
、

こ
の

一
首
は
、
こ
の
時
の
博
學
鴻
詞
科
を
め
ぐ
り

「名
利
を
逐
う
人

々
と
、
節
操
を
守

っ
て
隠
遁
す

る
人
と
を
封
比
し
、

(
18
)

後
者
の
永
遠
の
生
命
あ
る
を
説
く
」
も
の
で
あ
る
。

谷
口
耕
雷
少

金
門
待
詔
多

時
情
奪
筆
札

谷

口
に
耕
雷
少
な
く

金
門
に
待
詔
多
し

時
情
は
筆
札
を
尊
び

56

康
煕
十
八
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)



中
國
文
學
論
集

第
九
號

吾
道
失
弦
歌

夜
月
辞
難
樹

秋
風
下
雀
羅

尚
留
園
綺
跡

絡
古
重
山
阿

吾
が
道
は
弦
歌
を
失
す

夜
月
は
難
樹
を
僻
し

秋
風
は
雀
羅
に
下
る

尚
お
留
む
園

・
綺
の
跡

終
古
に
山
阿
を
重
ん
ず

ρ0

,

6

こ
う
し
て
明
の
遺
民
と
し
て
の
生
涯
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
顧
炎
武

に
と

っ
て
、
溜
来
や
李
因
篤
、
更
に
は
朱
舞
尊
な
ど
と
い

っ

た
、
か

っ
て
は
夜
を
徹
し
て
語
り
あ
か
し
た
同
志
達
が
、

こ
の
博
學
鴻
詞
科
を
轄
…機
に
よ
て
次
々
に
轄
向
し
て
清

朝
に
降

っ
て
ゆ
く
の

(
19
)

を
眼

の
あ
た
り
に
す
る
の
は
、
何
と
も
や
る
せ
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
。
次

の

「寄
同
時
二
三
庭
士
被
薦
者
」

に
は
、
そ
の
怒
り
と
さ
び

し
さ
と
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
徐
嘉

『顧
詩
箋
注
』
巻
十
六
に
よ
る
と
、

こ
の

「
二
三
庭
士
」
と
は
、
活
節
士
之
弟
来

・
李
塵
士
因

篤

・
朱
庭
士
葬
尊

の
三
名
を
指
す
。
印
ち
、

い
ず
れ
も
本
稿

に
お
い
て
私
が
こ
れ
か
ら
取
上
げ
よ
う
と
す
る
、
布
衣

の
ま
ま
博
學
鴻
詞

科

に
學
げ
ら
れ
た
者
達
で
あ
る
。

關
塞
途
千
里

交
遊
更
幾
人

金
蘭
情
不
二

猿
鶴
意
相
親

鄭
下
黄
塵
晩

關
塞

千
里
を
途
え

交
遊
す
る
は
更
に
幾
人
ぞ

金
蘭

情

二
つ
な
ら
ず

猿
鶴

意

相
親
よ
む

郊
下

黄
塵
の
晩



商
顔
緑
草
春

與
君
成
少
別

知
復
念
蘇
純

商
顔

線
草
の
春

君
と
少
別
を
成
し

復
た
蘇
純
を
念
ふ
を
知
ら
ん
や

次
に
、
黄
宗
義

二

六
一
〇
ー
一
六
九
五
)
は
漸
江
余
挑
の
人
。
明
末

の
政
齪
に
は

一
門
を
率

い
て
各
地
を
轄
戦
し
、
わ
が
長
崎
に
も

乞
師
に
來
た
こ
と
が
あ
る
程
、
そ
の
反
清
活
動
は
際
立

っ
て
い
た
。
彼
も
や
は
り
、
顧
炎
武
と
同
じ
く
、
そ
の
主
義
主
張
の
必
然

の
蹄

結
と
し
て
、
葉
方
謳
や
徐
元
文
な
ど
清
朝
高
官
に
よ
る
仕
官
の
要
請
を
最
後
ま
で
堅
く
拒
み
綾
け
る
。
そ
の
孤
高
の
態
度
は
、
當
時
か

ら
既
に
世
評
高
く
噂
さ
れ
て
い
た
。
次
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。

(
20
)

黄
黎
洲
先
生
、
前
明
遺
老
、
爲
海
内
推
重
。

黄
黎
洲
先
生
、
前
明
の
遺
老
、
海
内
の
推
重
す
る
と
こ
ろ
と
爲
る
。

又
、
彼
が

『
明
夷
待
訪
録
』
の
著
述
に
着
手
よ
た
の
は
、
全
租
望
の
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
、
明
朝

の
血
筋
を
引
く
最

後

の
王
桂
王
が
雲
南
で
呉
三
桂
に
殺
さ
れ
、
明
の
復
興
が
も
は
や
絶
望
的
と
な
っ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

明
夷
待
訪
録

一
巻
、
挑
江
黄
太
沖
徴
君
著
。
同
時
顧
亭
林
胎
書
、
嘆
爲
王
佐
之

才
、
如
有
用
之
、
三
代
可
復
。
是
歳
爲
康
熈
癸

卯
、
年
未
六
十
、
而
自
序
構
黎
洲
老
人
、
萬
西
郭
爲
予
言
、
徴
君
自
壬
寅
前
、
魯
陽
之
望
未
絶
、
天
南
計
至
、
始
有
潮
息
煙
沈
之

(
21
)

嘆
、
飾
巾
待
壼
、
是
書
於
是
乎
出
。
蓋
老
人
之
稽
所
自
來
已
。

明
夷
待
訪
録

一
巻
、
銚
江
黄
太
沖
徴
君
の
著
な
り
。
時
を
同
じ
く
よ
て
顧
亭
林
書
を
胎
り
、
王
佐
の
才
爲
る
を
嘆
じ
、
如
し
之
を

用
ふ
る
有
ら
ぽ
、
三
代
も
復
す
べ
し
と
。
是
の
歳
、
康
熈
癸
卯

(
一
六
六
一二
康
煕
二
年
、
黄
宗
義
五
三
歳
)
爲
り
。
年
未
だ
六
十
な
ら

康
熈
十
八
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
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ず
、
而
る
に
自
ら
序
し
て
黎
洲
老
人
と
稽
す
。
萬
西
郭
、
予
が
爲

に
言

へ
り
。
徴
君
、
壬
寅

(
一
六
六
二
康
熈

一
年
)
よ
り
前
、
魯

陽

の
望
み
未
だ
絶
え
ざ
る
に
、
天
南
よ
り
計
至
り
、
始
め
て
潮
息
み
煙
沈
む
の
嘆
有
り
、
飾
巾
し
て
壼
く
る
を
待

つ
。
是
の
書
是

に
於
て
か
出
つ
と
。
蓋
し
老
人
の
稽
の
自
り
て
來
る
所
な
り
。

こ
こ
に
全
祀
望
も

「如
よ
之
を
用
う
る
有
ら
ば
、
三
代
も
復
す
べ
し
。」
と

い
い
、
顧
炎
武
が
そ
の

「
王
佐
の
才
」
に
感
嘆

し
た
こ

と
を
述
べ
て
い
る
が
、
更
に
、
次
の
よ
う
に
、
顧
炎
武
が
黄
宗
義
の
こ
の
書
に
つ
い
て
強
い
共
感
の
念
を
示
す
手
紙
を
書
き
邊

っ
て
い

る
こ
と
は
、
明
の
遺
民
と
し
て
の
こ
の
時
の
爾
者
の
立
場
か
ら
よ
て
當
然
の
も
の
で
あ

っ
た
と
首
肯
で
き
る
。

頃
過
廟
門
、
見
貴
門
人
陳
萬
爾
君
、
具
誌
起
居
無
悲
。
因
出
大
著
待
訪
録
、
讀
之
再
三
。
於
是

知
天
下
之

未

嘗
無
人
、
百
王
之

倣
、
可
以
復
起
、
而
三
代
之
盛
、
可
以
徐
還
也
。
天
下
之
事
、
有
其
識
者
、
未
必
遭
其
時
。
而
當
其
時
者
、
或
無
其
識
。
古
之
君

子
、
所
以
著
書
待
後
、
有
王
者
起
、
得
而
師
之
。
然
而
易
窮
則
攣
、
攣
則
通
、
通
則
久
。
聖
人
復
起
、
不
易
吾
言
、
可
預
信
於
今

(
22
)

日
也
。
炎
武
以
管
見
爲
日
知
録

一
書
、
霧
自
幸
其
中
所
論
、
同
於
先
生
者
、
十
之
六
七
。

頃
ろ
廟
門
を
過
る
に
、
貴
門
人
の
陳

・
萬
雨
君
に
見
ひ
、
具
に
起
居
惹
無
き
を
論
ぐ
。
因
り
て
大
著

『
待
訪
録
』
を
出
よ
、
之
を

讀
む
こ
と
再
三
な
り
。
是
に
於
て
知
る
、
天
下
の
未
だ
嘗
て
人
無
き
に
あ
ら
ず
、
百
王
の
徹
も
以
て
復
び
起
す

べ
く
、
三
代
の
盛

も
以
て
徐
に
還
す
べ
き
を
。
天
下
の
事
、
其
の
識
者
有
る
も
、
未

だ
必
ず
し
も

其

の
時
に
遭
は
ず
。
而
よ
て
其
の
時
に
當

っ
て

は
、
或
は
其
の
識
無
し
。
古
の
君
子
の
、
書
を
著
し
て
後
に
待
つ
所
以
は
、
王
者
の
起
り
、
得
て
之
を
師
と
す
る
有
れ
ば
な
り
。

然
り
而
し
て
易
に
い
は
く
、
「
窮
す
れ
ば
則
ち
攣
じ
、
攣
ず
れ
ぽ
則
ち
通
じ
、
通
ず
れ
ば
則
ち
久
よ
」
と
。
聖
人
復

び
起

る
も
、

吾
が
言
を
易
え
ざ
る
は
、
今
日
に
於
て

預

め
信
ず
べ
き
な
り
。
炎
武
、
管
見
を
以
て

『
日
知
録
』

一
書
を
爲
す
。
宿
か
に
自
ら



幸

ひ
と
す
る
は
、
其
の
中
の
論
ず
る
所
、
先
生
に
同
じ
き
者
十
の
六
七
な
る
を
。

黄
宗
義
は
、
こ
う
し
て
博
學
鴻
詞
科
の
推
薦
を
あ
く
ま
で
拒
み
、
明
史
編
集
に
自
ら
直
接
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
は
し
な
か

っ
た
の
で
あ

る
が
、
實

は
次
の
記
事
が
謹
明
す
る
よ
う
に
、
彼
よ
り

一
世
代
若
い

一
門
の
弟
子
で
あ
る
萬
斯
同
や
子
息
の
黄
百
家
を
清
朝
側
に
途
り

込
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
ら
は
助
言
者
と
し
て
、
或
い
は
元
老
と
し
て
明
史
編
集
に
間
接
的
に
強
い
影
響
を
與
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

(
餘
)

宗
義
難
不
與
修
明
史
、
然
史
官
著
作
、
常
轄
春
之
。

宗
義
は
明
史
を
修
す
る
に
與
ら
ざ
る
と
難
も
、
然
も
史
官
の
著
作
す
る
に
、
常
に
之
を
轄
春
せ
り
。

次

に
あ
げ
る
、
黄
宗
義
が
都
に
赴
く
萬
斯
同
を
途

っ
た
詩
な
ど
は
、
彼
の
萬
斯
同
に
か
け
る
期
待
と
信
頼
の
氣
持
が
よ
く
現
れ
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

史
局
新
開
上
苑
中

一
時
名
士
走
空
同

是
非
難
下
神
宗
後

底
本
誰
捜
烈
廟
終

此
世
文
章
推
婆
女

史
局

新
た
に
開
く

上
苑
の
中

一
時
の
名
士

空
同
に
走
る

是
非

下
し
難
し

紳
宗
の
後

底
本

誰
か
烈
廟
を
捜
し
て
終

へ
ん

此
の
世
文
章
は
婆
女
を
推
す

明
初
、
修
元
史
、
以
宋
景
濠
、

王
子
充
爲
練
裁
、
皆
金
華
人

。
今
以
徐
立
齋

・
葉
詞
篭
爲
監
修
網
裁
、
皆
毘
山
人
、
故
以
爲

比
。

明
初
、

元
史
を
修
む
る

に
、
宋
景
濠

・
王
子
充
を
以

て
縛
裁
と
爲
す
。
皆
金
華

の
人
な
り
。
今

、
徐
立
齋

・
葉
詞
奄

を
以

て
監
修
網
裁
と
爲
す
。
皆
崑

山

の
人
な
り
。
故

に
以

て
比
と
爲
す
。
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定
知
忠
義
及
韓
通

愚
君
寄
語
書
成
日

(
42
)

糾
謬
須
防
在
下
風

定
め
て
知
り
ぬ

忠
義
の
韓
通
に
及
ぶ
を

君
に
愚
み
語
を
寄
す

書
成
れ
る
日

糾
謬

須
ら
く
防
ぐ
べ
し

下
風
に
在
る
を

70

 

ま
た
、
顧
炎
武
が
弟
子
の
洛
来
や
李
因
篤
の
任
官
を
心
よ
か
ら
ず
思

っ
て
い
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
顧
炎
武
で
さ
え
も
、

實

は
そ
れ
ら
の
門
弟
を
通
じ
て
陰

に
陽
に
史
館
に
助
言
を
與
え
、
明
史
の
編
修
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
李
奮
華
は

『
明
史
纂
修
考
』
に
お
い
て
、
こ
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
裏
付
け
て
い
る
。

而
在
野
遺
賢
、
如
顧
亭
林

・
黄
黎
洲
等
、
難
不
拝
新
朝
之
命
、
然
以
史
事
關
係
至
大
。
恐
是
非
得
失
之
不
能
壼
當
、
不
足
以
昭
垂

萬
世
、
亦
直
接
間
接
致
其
意
於
史
館
。

而
し
て
在
野
の
遺
賢
の
顧
亭
林

・
黄
黎
洲
等
の
如
き
は
、
新
朝
の
命
を
拝
せ
ず
と
錐
も
、
然
も
史
事
を
以
て
關
係
す
る
こ
と
至
大

な
り
。
是
非
得
失
の
鑑
く
當
る
能
は
ず
し
て
、
以
て
萬
世
に
昭
垂
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
恐
れ
、
亦
た
直
接
間
接
に
其
の
意
を
史
館

に
致
す
な
り
。

こ
う
し
て
、
清
朝
に
な

っ
て
な
お
明
の
遺
民
と
し
て
生
き
る
顧
炎
武
や
黄
宗
義
の
清
朝
と
の
關
わ
り
を
仔
細
に
調
べ
て
ゆ
く
時
、
私

は
、
そ
こ
に
博
學
鴻
詞
科
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
遺
民
と
し
て
の
意
識
の
微
妙
な
攣
化
を
發
見
す
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、
康
煕
十
八
年
の
こ

の
時
期
に
清
朝
の
政
椹
は
も
は
や
確
定
し
て
お
り
、
明
王
の
正
統
も
絶
え
、
明
朝
の
復
辟
は
現
實
の
課
題
と
よ
て

は
も
は
や
絶
望
的
で

あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ

っ
て
、
明
の
遺
民
を
誇
る
顧
炎
武
や
黄
宗
義
は
、
自
ら
任
官
し
て
直
接
明
史
纂
修
に
参
書
す
る
こ

と

は
で
き
な
い
も
の
の
、
友
人
知
人
を
通
じ
て
せ
め
て
正
確
な
資
料
に
ょ
る
正
し
い
明
の
歴
史
が
書
き

つ
が
れ
る
こ
と
に

一
縷
の
望
み



を

つ
な
い
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
顧
炎
武
や
黄
宗
義
の
態
度
の
攣
化
は
、
明
清
の
政
攣
後
班
に
敷
十
年
を
経
、
時
は
移

り
日
は
流
れ
、
も
は
や
明
の
遺
民
の
多
く
が
こ
の
世
か
ら
い
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
又
、
新
し
い
世
代
と
し
て
例
え
ば
王
士
頑
な
ど
が

清
朝
治
下
で
華

々
し
く
活
動
し
始
め
た
情
況
の
中
で
、
微
妙
に
屈
折
よ
た
遺
民
意
識
の
現
れ
で
あ
る
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方

の

清
朝
側
に
と

っ
て
も
、
彼
ら
が
以
前

に
見
せ
て
い
た
執
拗
な
反
清
行
動
は
、
そ
れ
が
蔓
延
す
る
恐
れ
が
あ
る
限
り
、
こ
れ
を
根
絶
す
る

必
要
が
あ

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
明
史
の
編
修
を
契
…機
と
し
て
、
學
術
的
に
よ
う
間
接
的
に
し
ろ
彼
ら
が
關
わ

っ
て
く
る
こ
と
は
、
何

の
異
議
も
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
さ
え
あ

っ
た
。
そ
の
意
味
で
博
學
鴻
詞
科
を
開
い
た
清
朝
の
目
論
見
は
ま
ん

ま
と
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
権
力
は
、
己
れ
が
強
大
で
あ
れ
ぽ
あ
る
程
柔
和
な
様
相
を
呈
す
る
。
こ
の
時
の
清
朝
も
、
明
の
遺
民
の
治

滅
が
ほ
と
ん
ど
決
定
的
な
情
況
下
に
あ

っ
て
、
顧
炎
武
や
黄
宗
義
の
存
在
に
は
な
お
寛
大
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
強
大
な
國
家
権
力
の
前
に
個
人
の
抵
抗
は
敢
な
く
壌
え
去
り
、
顧
炎
武
は
博
學
鴻
詞
科
よ
り
僅
か
三
年
後

の
康
熈
二
十

一
年
、
黄
宗
義
は
そ
れ
よ
り
更
に
十
二
年
後
の
康
熈
三
十
四
年
に
そ
れ
ぞ
れ
館
を
摘
て
る
。
清
朝
に
お
け
る
眞

の
明
の
遺
民
は
、
こ
こ

に
黄
宗
義
を
最
後
と
し
て
寛
に
彿
拭
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

四

冒
頭
に
あ
げ
た
博
學
鴻
詞
科
に
畢
げ
ら
れ
た
五
名
の
布
衣
出
身
者
の
中
、
漏
島
は
、
取
精
忠
の
齪
に
巻
込
ま
れ
て
閾
中
に
客
死
よ
た

父

の
供
養
を
申
出
て
間
も
な
く
蹄
郷
し
て
い
る
の
で
、
實
際
に
清
朝
の
禄
を
食
ん
だ
の
は
四
布
衣
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
れ

よ
り
以
前
に
、
所
謂
江
南

の
三
布
衣
と
い
っ
て
、
康
熈
帝
が
姜
震
英

・
朱
葬
奪

・
嚴
縄
孫
の
三
名

の
布
衣
の
安
否

を
親
し
く
下
問
し
た

康
熈
十
入
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)
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エ
ピ
ソ
ー
ド
を
最
初
に
紹
介
し
た
が
、
こ
の
博
學
鴻
詞
科
に
姜
震
英
は
採
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
又
後
に
明
史
館
に
入
り
、
七
品
俸
を
食

む
よ
う
推
薦
さ
れ
た
も
の
の
、
實
際
に
授
官
し
た
課
で
は
な
い
。
更
に
次
の
よ
う
に
、
毛
奇
齢
を
四
布
衣
の
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
る
記
事

も
あ
る
が
、
毛
奇
齢
は
採
用
時
に
薫
山
縣
の
虞
監
生
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
嚴
密
に
は
布
衣
で
な
く
、
彼
を
四
布
衣

の
グ
ル
ー
プ
に
入

れ

る
の
は
正
し
い
稔
呼
で
な
い
。

(
跨
)

同
時
授
官
者
、
子
徳
與
薫
山
毛
奇
齢

・
秀
水
朱
葬
奪

・
無
錫
嚴
縄
孫
三
人
、
號
爲
四
布
衣
。

同
時
に
授
官
す
る
者
、子
徳

(李
因
篤
)
と
瀟
山
の
毛
奇
齢

・
秀
水
の
朱
舞
尊

・
無
錫
嚴
縄
孫
の
三
人
を
、
號
し
て
四
布
衣
と
爲
す
。

こ
の
よ
う
な
稻
呼
の
混
凱
は
、
要
す
る
に
、
當
時
四
布
衣
な
る
者
が
世
評
高
く
喧
傳
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
派
生
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
四
布
衣
と
し
て
李
因
篤

・
洛
来

・
嚴
縄
孫

・
朱
舞
奪
の
四
名
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

李
因
篤

(
一
六
ゴ
二

-

一
六
九
二
)
は
陳
西
富
平
の
人
。
幼
く
し
て
孤
、
即
ち
幼
く
し
て
父
を
失
い
、
外
租
父
の

田
時
需

に
撫
育
さ
れ

た
。
経
學
に
深
く
、
『
詩
説
』
を
著
よ
て
、
顧
炎
武
に

「
毛
鄭
に
嗣
音
有
り
　
。」
と
嘆
賞
さ
れ
た
。
博
學
鴻
詞
科

に
は
、
内
閣
學
士
項

景
裏

・
李
天
酸
、
大
理
寺
少
卿
張
雲
翼
の
推
薦
に
よ
っ
て
検
討
を
授
け
ら
れ
、
明
史
館
に
入

っ
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
老
母
の
扶
養
の

故

を
以
て
月
を
経
ず
し
て
郷
里
に
蹄
り
、
母
の
没
し
た
後
も
再
び
清
朝
に
仕
え
る
こ
と
は
な
く
、
尭
に

一
生
を
終

っ
て
い
る
。
彼
が
郷

里

に
旅
立
つ
日
、
京
師
で
之
を
迭
る
者
が
敷
百
人
に
達
し
た
と
い
う
。
「關
西
夫
子
」
と
稔
せ
ら
れ
て
人
氣
の
あ

っ
た
彼
の
面
目
躍
如

た
る
も
の
が
あ
る
。
彼
は
又
、
前
明

一
代
の
事
蹟
に
詳
し
く
、
史
館
で
彼
に
及
ぶ
識
者
は
い
な
か
っ
た
。
そ

の
晩
年
に
横
雲
山
人

(
王

鴻
緒
)
が

『
明
史
藥
』
を
完
成
よ
た
時
、
わ
ざ
わ
ざ
李
因
篤
に
校
正
を
乞
う
て
來
た
。
既
に
郷
里
に
退
隠
よ
、
老
齢

の
爲
に
病
床
に
臥

し
て
い
た
李
因
篤
は
、
爾
名
の
者
を
枕
側
に
立
た
せ
、
『
明
史
藁
』
を
朗
調
さ
せ
て
そ
れ
に
訂
正
を
入
れ
た
と

い

う
。
校
正
は
約
半
年
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で
終

っ
た
が
、
こ
れ
が
爲
に

『
明
史
藁
』
は
盆
々
名
聲
が
上
が

っ
た
の
で
あ

る
。
康
熈
七

(
一
六
六
八
)
年
、
顧
炎
武
が
莱
州
黄
培
の

文
字
獄
に
牽
連
し
て
山
東
濟
南
で
獄
に
下

つ
た
時
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
逸
早
く
騙
け
つ
け
、
そ
の
解
決
に
力
を
鑑
く
し
た
の
は

外
な
ら
ぬ
李
因
篤
で
あ
る
。
彼

に
は
又

「
契
顧
亭
林
先
生
詩

一
百
駒
」
が
あ
り
、
そ
こ
で
顧
炎
武
の
死
を
働
実
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
李
因
篤
と
顧
炎
武

の
關
係
は
至

っ
て
深
い
。
又
そ
れ
だ
け
に
顧
炎
武
は
李
因
篤
の
清
朝

へ
の
任
用
を
ど
う
し
て
で
も
阻
止
し
た
か
っ

た
ら
し
く
、
顧
炎
武
が
李
因
篤
の
推
薦
者
で
あ
る
李
天
醸

へ
宛
て
た
手
紙
な
ど
に
は
そ
の
氣
持
が
よ
く
現
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
こ
う

し
て
み
れ
ば
、
李
因
篤
は
な
る
ほ
ど

一
時
は
清
朝
に
採
用
さ
れ
た
も
の
の
、
授
官
の
日
に
乞
養
の
上
表
文
を
提
出

し
、
そ
れ
が
許
可
さ

れ
る
ま
で
の

一
月
に
浦
た
ぬ
形
式
上

の
任
官
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
顧
炎
武
が
望
ん
だ
よ
う
に
、
ま
ず
は
布
衣
と

し
て
の
初
志
を
途
げ

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
劉
廷
磯

「
在
園
雑
志
」
は
次
の
よ
う
に
誌
す
。

而
最
悟
淡
者
、
李
検
討
因
篤
、
干
甫
授
官
臼
、
旋
陳
情
終
養
。
上
如
所
請
・
命
下
即
蹄
・
更
能
途
其
初
綱
"

而
し
て
最
も
括
淡
な
る
者
は
李
欝

因
漿

り
。
醗

め
て
讐

す
る
是

干
て
・
.
旙
.
に
嚢

せ
ん
こ
と
を
陳
情
す
・
上
・
請
ふ

所
を
如
す
。
命
下
れ
ぽ
郎
ち
蹄
り
、
更

に
能
く
其
の
初
志
を
途
ぐ
。

溝
束

(
一
六
四
六
ー

一
七
○
八
)
は
江
南
呉
江
の
人
。
博
學
鴻
詞
科

に
は
左
春
坊
論
徳
盧
碕
、
刑
部
主
事
謝
重
輝

の
薦
に
よ

っ
て
三
三

歳
の
最
年
少
で
二
等
二
名
に
畢
げ
ら
れ
た
。
明
史
館
に
入

っ
て
後
は
食
貨
志
兼
他
紀
傳
、
及
び
洪
武
よ
り
以
下
五
朝
の
稿
を
執
筆
し
た

が
、
康
熈
二
十
三
年
秋
七
月
に
は
母

の
服
喪

の
故
を
以
て
蹄
郷
す
る
に
至
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
實
は
、
次
に
述

べ
る
朱
葬
奪
の
弾
劾

事
件
に
連
坐
し
て
、
播
来
ま
で
も
が
そ
の
あ
お
り
を
受
け
、
「浮
躁
」

の
理
由
で
以
て
宮
中
か
ら
放
逐

さ
れ

た

の
が
眞
相

と
お
ぽ
よ

い
。
と
い
う
の
は
、
朱
葬
尊
の
筆
に
な
る
溜
来
の
墓
誌
銘

「贈
日
講
官
起
居
注
翰
林
院
検
討
徴
士
郎
貞
靖
播
先
生
墓
誌
銘
」

に
、

康
熈
十
八
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)
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(
盤
)

葬
尊
與
君
定
交
也
久
、
同
年
被
薦
、
同
以
布
衣
授
官
、
同
知
起
居
注
、
其
諸
也
又
同
時
。

弊
尊
、
(溜
来
)
君
と
定
交
す
る
や
久
し
。
同
年
に
薦
を
被
り
、
同
に
布
衣
を
以

て
授
官
し
、
同
に
起
居
注
を
知
し
、
其

の
諦
さ

る
る
や
又
同
時
な
り
。

と
あ
り
、
又
同
じ
く
嚴
縄
孫
の
墓
誌
銘

「承
徳
郎
日
講
官
起
居
注
右
春
坊
右
中
允
兼
翰
林
院
編
修
嚴
君
墓
誌
銘
」
に
、

(
29
)

途
年
、
予
途
桂
名
學
士
牛
鉦
弾
事
、
而
港
君
旋
坐
浮
躁
降
調
　
。

年
を
途
え
、
予

(朱
舞
尋
)
途
に
名
を

學
士
牛
鉦
の
弾
事
に
桂
く
。
而
し
て
港
君
旋
ち
浮
躁
に
坐
し
降
調
さ
る
。

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
洛
来
は
寛
に
再
び
出
仕
す
る
こ
と
な
く
、
郷
里
で
餘
生
を
終

っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、
李
因
篤
と

同

じ
く
、
彼
を
も
又
己
が
信
頼
し
う
る
同
志
と
目
よ
て
い
た
顧
炎
武
は
、
や
は
り
港
来
の
任
官
が
本
意
で
は
な
か

っ
た
ら
し
く
、
先
に

あ
げ
た
顧
炎
武

の
洛
来

に
與
え
た
手
紙
を
は
じ
め
、
活
来
に
關
す
る
顧
炎
武
の
記
事
は
、
そ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
も

の
が
多
い
。
こ
う

し

て
、
博
學
鴻
詞
科
に
お
け
る
渚
来

の
學
用
は
、
同
志
と
し
て
の
期
待
が
大
き
か
っ
た
顧
炎
武
に
そ
れ
だ
け
大
き

な
失
望
を
抱
か
せ
る

こ
と
に
な

っ
た
が
、
洛
来
は
實
は
顧
炎
武
の
思
想
を
世
に
廣
め
る
の
に
與

っ
て
力
あ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
次
の
記

事
が
示
す
よ
う
に
、
播
来
が
出
資
し
て
顧
炎
武
の
遺
書
を
刊
行
し
、
そ
の
思
想
を
今
日
に
ま
で
傳
え
得

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

(30
)

顧
炎
武
所
著
日
知
録
、
多
経
世
大
業
、
来
在
閾
中
、
有
贈
買
山
資
者
、
畢
以
刻
之
、
始
得
干
世
。

顧
炎
武
著
は
す
所
の

『
日
知
録
』
は
経
世
の
大
業
多
し
。
束
、
閾
中
に
在
り
し
に
、
山
を
買

へ
る
資
を
贈
る
者
有
り
。
畢
げ
て
以

て
之
を
刻
し
、
始
め
て
世
に
得
た
り
。

(
31
)

嚴
縄
孫

(
一
六
一二
二
=

一
七
〇
二
)
は
江
南
無
錫
の
人
。
彼

の
傳
記

に
關
し
て
は
、
親
友
朱
舞
奪
の
撰
に
な
る

「
嚴
縄
孫
墓
誌
銘
」
が
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最
も
詳
し
く
、
か
つ
信
頼
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
彼
は
博
學
鴻
詞
科
に
は
刑
部
主
事
禽
陳
環
の
推
薦
で
畢
げ
ら
れ
た
が
、
體
仁
閣

で
の
召
試
の
日
に
偶
ま
眼
疾
を
患
い
、
省
耕
八
韻
詩
を

一
首
屡

っ
た
の
み
で
、
あ
と
は
答
案
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
康
熈
帝
は
早
に
嚴
縄
孫
の
盛
名
を
熟
知
し
て
お
り
、
た
め
に
彼
を
第
二
等
三
〇
名
の
末
席
で
合
格
と

し
た

の
で
あ

る
と
い

う
。
史
館
に
あ

っ
て
は
彼
は
隠
逸
傳
の
執
筆
を
澹
當
し
た
。
康
煕
二
十
三
年
冬
に
は
暇
を
請
い
、
蹄
郷
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
先
の
活

来
と
同
じ
く
、
朱
郵
奪
の
弾
劾
事
件
に
關
連
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
朱
舞
奪
の
撰
に
な
る

「嚴
縄
孫
墓
誌
銘
」
が
次

の
よ
う
に

記
す
こ
と
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

途
年
、
予
途
桂
名
學
士
牛
鉦
弾
事
、
而
渚
君
旋
坐
浮
躁
降
調
　
。
君
遇
人
樂
易
、
好
和
不
争
、
以
是
忌
者
差
少
。
尋
遷
右
春
坊
右

中
允
、
兼
翰
林
編
修
、
救
授
承
徳
郎
。
時
二
十
三
年
秋
七
月
也
。
冬
、
典
順
天
武
闘
郷
試
、
事
竣
、
君
乃
請
假
、
天
子
許
焉
。

年
を
途
え
、
予

(朱
舞
奪
)
途
に
名
を
學
士
半
鉦
の
弾
事
に
桂
く
。
而
よ
て
溜
君

(来
)
、
旋
ち
浮
躁
に
坐
し

降
調

さ
る
。
(嚴
縄

孫
)
君
、
人
に
遇
す
る
に
樂
易
し
、
和
を
好
み
て
争
は
ず
、
是
を
以
て
忌
む
者
差
や
少
な
し
。
尋
で
右
春
坊
右
中
允
に
遷
り
、
翰

林
編
修
を
兼
ね
、
承
徳
郎
を
勅
授
さ

る
。
時
に

(康
煕
)
二
十
三
年
秋
七
月

な
り
。
多
、
順
天
武
闘
郷
試

を
典

し
、
事
の
竣
る

や
、
君
乃
ち
假
を
請
ふ
。
天
子
焉
を
許
す
。

最
後

に
朱
葬
辱

(
一
六
二
九
ー

一
七
〇
九
)
は
漸
江
秀
水
の
人
。
十
七
歳
で
明
清
の
政
攣
を
経
験
し
て
後
、
清
朝

に
あ

っ
て
清
朝
に
仕

え
る
こ
と
を
せ
ず
、
三
四
年
間
の
布
衣
生
活
を
迭

っ
た
彼
は
、
五

一
歳
、

こ
の
博
學
鴻
詞
科
で
初
め
て
清
に
採
用
さ
れ
る
。
明
史
館
で

彼
は
文
皇
帝
本
紀
及
び
洪
武
朝
臣
傳
三
十
篇
を
捲
當
し
た
。
後
者
は

『
曝
書
亭
集
』
巻
六
二

・
六
三

・
六
四
に
牧

め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
よ
か
し
そ
の
官
吏
生
活
は
順
調

に
は
績
か
ず
、
康
煕
二
三
年
に
は
ふ
と
し
た
こ
と
で
弾
劾
さ
れ
る
破
目
に
陥

り
、
章

に
は
辞
職
し

康
熈
十
入
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)
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中
國
文
學
論
集

第
九
號

て
蹄
郷
す
る
こ
と

に
な
る
。
彼
が
任
官
後

の
詩
文
を
ま
と
め
た

『
騰
笑
集
』
に
は
、
節
義
を
汚
し
た
彼
の
笹
泥
た
る
氣
持
が
よ
く
現
れ

(
32
)

て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
以
前
に
考
察
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
再
述
を
避
け
、
郡
之
誠
の
次

の
記
事
を
掲
げ
る
の
み
に
と
ど
め
る
。

論
者
惜
其
輕
干

一
出
、
終
傷
鍛
羽
。
然
観
所
作
弔
李
陵
文
、
早
已
決
心
自
献
　
。
而
後
創
文
類
布
衣
之
稻
、
題
詩
集
縢
笑
之
名
、

(
認
)

坦
乃
怪
泥
乎
。

論
者
其
の

一
た
び
出
つ
る
に
輕
く
、
終
に
羽
を
傷
鍛
め
る
を
惜
よ
む
。
然
る
に
作
る
所
の

「
李
陵
を
弔
ふ
文
」
を
観
る
に
、
早
已

に
自
ら
献
ず
る
を
決
心
し
た
り
。
而
る
後
文
類

・
布
衣
の
稻
を
創
り
て
、
詩
集
に
騰
笑
の
名
を
題
し
た
る
は
、
乃
ち
怪
泥
た
る
坦

き
か
。

朱
舞
尊
に
つ
い
て
、
も
う
ひ
と

つ
特
筆
す
る
こ
と
は
、
こ
の
康
熈
十
八
年
己
未

に
行
な
わ
れ
た
博
學
鴻
詞
科
に
つ
い
て
の
総
合
的
記

録
集
で
あ
る

『
鶴
徴
録
』
が
、
も
と
も
と
朱
葬
奪
の
發
案
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
次
の
資
料
に
示
す
よ
う
に
、
朱
舞
尊
は
こ
の
時

に
博
學
鴻
詞
科
に
關
わ
っ
た
全
て
の
文
人

に
つ
い
て
、
「同
時
に
薦
を
被
る
百
八
十
六
人
は
、
皆
経
世
著
述
の
才
を
負
ひ
、
以

て
傳
無

か
る
べ
か
ら
ず
。
鶴
徴
録
の

一
書
を
成
さ
ん
と
思
ふ
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
自
分
も
参
書
し
た

こ
の
博
學
鴻
詞
科
を
天
下

の

一
大
盛
事
と
と
ら
え
、
そ
の
記
録
を
後
世
に
ま
で
傳
え
よ
う
と
す
る

「後
死
者
」
朱
葬
奪
の
熱
意
が
あ
り
あ
り
と
見
て
と
れ
る
。
因

み
に
言
え
ば
、
秦
煽

『
己
未
詞
科
録
』
は
、

こ
の

『鶴
徴
録
』
の
不
備
を
補
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
孟
森

「
己
未
詞
科
録
外
録
」

は
更
に
そ
れ
を
敷
衛
よ
た
も
の
で
あ
る
。

向
者
、
竹
翁
晩
年
欲
爲
鶴
徴
録
、
而
未
就
。
蓋
因
己
未
同
畢
之

一
時
名
賢
、
量
論
遇
不
遇
、
崖
略
其
人
之
人
品
學
問
、
而
傳
之
天
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(
34
)

下
後
世
、
誠
後
死
者
之
責
也
。

向
者
、
竹
翁

(朱
舞
奪
)
晩
年
に
鶴
徴
録
を
爲
ら
ん
と
欲
す

る
も
未
だ
就
ら
ず
。
蓋
し
己
未
同
畢

の
一
時

の
名
賢
は
、
遇
と
不
遇

と
を
論
ず
る
坦
く
、
其
の
人

の
人
品
學
問
を
崖
略
し
、
而
し
て
之
を
天
下
の
後
世
に
傳

ふ
る
は
、
誠
に
後

死
者
の
責
め
な
る
に
因

っ
て
な
り
。

(鋸
)

吾
里
朱
竹
地
先
生
、
嘗
謂
同
時
被
薦
百
八
十
六
人
、
皆
負
経
世
著
述
之
才
、
不
可
以
無
傳
、
思
成
鶴
徴
録

一
書
、
未
及
厨
藁
。

吾
が
里
の
朱
竹
塊
先
生
、
嘗
に
謂

へ
ら
く
、
同
時
に
薦
を
被
る
百
八
十
六
人
は
、
皆
経
世
著
述

の
才
を
負

ひ
、
以
て
傳
無
か
る
べ

か
ら
ず
。
鶴
徴
録

の

一
書
を
成
さ
ん
と
思
ふ
も
、
未
だ
藁
を
屡
す
る
に
及
ば
ず
と
。

(朱
舞
奪
)
先
生
、
以
同
時
被
薦
百
九
十
餘
人
皆
著
作
之
材
、
不
可
無
傳
、
思
輯
爲
鶴
書
集
、
未
暇
采

録
、
因
囑
其

踵
成
焉
。

(
36
)

(謙
、
少
時
、
於
王
梧
村
案
頭
、
見
先
生
手
藁
数
十
番
、
名
鶴
徴
録
)。

(朱
舞
奪
)
先
生
の
以

へ
ら
く
、
同
時
に
薦
を
被
る
百
九
十
餘
人
は
、
皆
著
作
の
材
に
し
て
、
傳
無
か
る

べ
か
ら
ず
。
輯
し
て
鶴

書
集
を
爲
ら
ん
と
思
ふ
も
、
未
だ
采
録
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
因
り
て
其
の
踵
成
す

る
を
属
せ
り
。

(謙
、
少
き
時
、
王
梧
村
の
案
頭

に
於
て
、
先
生
の
手
藁
敷
十
番
、
鶴
徴
録
と
名
つ
く
る
を
見
た
り
。)

五

こ
の
よ
う
に
、
清
朝
の
天
下
に
鳴
物
入
り
で
華
々
し
く
登
場
し
た
四
名
の
布
衣
は
、
数
年
を
経
ず
し
て
悉
く
宮
中
か
ら
姿
を
治
す
こ

と
に
な
る
。
と
り
わ
け
、
採
用
後

一
月
に
も
浦
た
ぬ
う
ち
に
離
任
蹄
郷
し
た
李
因
篤
を
除
け
ば
、
康
熈
二
十
三
年
中
の

一
年
に
お
い
て

康
熈
十
八
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)
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中
國
文
學
論
集

第
九
號

朱
舞
尊

・
活
来

・
嚴
縄
孫
の
三
名
が
弾
劾
を
受
け
、
も
し
く
は
そ
の
と
ば

っ
ち
り
で
相
次
い
で
左
遷
さ
れ
て
い
る
の
は
、

一
種
壮
絶
な

感
じ
す
ら
與
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
郡
之
誠
は
い
み
じ
く
も
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

(
37
)

鴻
博
之
試
、
諸
生
布
衣
入
選
者
、
未
幾
皆
降
點
、
或
假
蹄
。
始
則
招
之
、
唯
恐
不
來
、
綴
則
揮
之
、
唯
恐
不
去
　
。

鴻
博
の
試
、
諸
生
布
衣

の
選
に
入
る
者
、
未
だ

幾

も
せ
ず
し
て
皆
降
點
さ
れ
、
或
は
假
と
り
て
蹄
る
。
始
め
は
則
ち
之
を
招
き

て
、
唯
だ
來
ら
ざ
る
を
恐
れ
、
縫
で
は
則
ち
之
を
揮
ひ
て
、
唯
だ
去
ら
ざ
る
を
恐
る
。

更

に
、
孟
森
も
こ
の
博
學
鴻
詞
科
に
お
け
る

「
布
衣
」
の
出
塵
進
退
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
特
に
注
意
を
喚
起
す
る
。

制
科
人
材
、
當
時
所
忌
者
惟
三
布
衣
。
以
其
與
科
目
常
流
濁
異
。
三
布

衣
入
史
館

数
年
、
於
康
熈
二
十
三
年

一
年
中
、
竹
地
鏑

(
認
)

級
、
稼
堂
奪
職
、
皆
由
掌
院
具
劾
。
繭
漁
乞
蹄
、
亦
在
是
年
。
所
謂
掃
　
木
天
者
此
也
。

制
科
の
人
材
、
當
時
の
忌
む
所
の
者
は
惟
だ
三
布
衣
な
る
の
み
。
其
の
科
目
に
與
る
や
常
流
に
猫
り
異
な

る
を
以
て
な
り
。
三
布

衣
、
史
館
に
入
る
こ
と
敷
年
、
康
煕
二
十
三
年
の

一
年
中
に
於
て
、
竹
地

(朱
舞
奪
)
は
鏑
級
さ
れ
、
稼
堂

(溜
茉
)
は
職
を
奪
は

る
。
皆
掌
院
に
由
て
具
に
劾
さ
る
る
な
り
。
繭
漁

(嚴
縄
孫
)
の
蹄
を
乞
ふ
や
、
亦

た
是
の
年
に
在
り
。
所
謂
　
を
木
天
よ
り
掃

ふ
者
は
此
れ
な
り
。

こ
こ
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
郡
之
誠
が

「初
め
は
則
ち
之
を
招
き
て
唯
だ
來
ら
ざ
る
を
恐
れ
、
縫
い
で
は
則

ち
之
を
揮
ひ
て
唯
だ
去

ら
ざ
る
を
恐
る
」
と

い
い
、
あ

る

い
は
孟
森
が

「　
を
木
天

(翰
林
院
)
よ
り
掃
う
」
と
い
う
の
は
、
明
か
ら
清

に
至
る
過
渡
期
に
お

け
る
布
衣
の
運
命
を
言
い
得
て
妙
で
あ
る
。
部
ち
、
清
朝
側
か
ら
す
れ
ば
、
明
代
か
ら
盛
名
を
か
ち
え
て
い
る
遺
民
は
も
と
よ
り
、
布

衣

の
士
の
存
在
は
、
そ
れ
が
文
壇
に
占
め
る
位
置
が
大
き
い
だ
け
に
無
覗
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
明
史
編
修
と
い
う
名
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目
を
設
け
て
敢
え
て
布
衣

の
採
用
に
ふ
み
き

っ
た
の
で
あ
る
が
、
敷
年
後

に
は
も
う
彼
ら
も
必
要
で
な
く
な
り
、
そ
の
存
在
が
耀
ま
し

く
さ
、兄
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

一
轄
し
て
今
度
は
四
布
衣
の
追
出
し
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
郡
之
誠
の

「
始
則
招
之
唯
恐
不
來
、
縫
則

揮
之
唯
恐
不
去
」
と
は
ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
を
指
す
。

こ
の
こ
と
を
四
布
衣
の
側

か
ら
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
四
人
の
布
衣
に
お
い
て
は
、
明
の
遺
民
と
し
て
の
意
識
、
あ
る
い
は
清

の
忠
臣
と
し
て
の
意
識
が
、
世
代
的
に
見
て
、
顧
炎
武
や
黄
宗
義
ほ
ど
強
烈
に
自
己
の
出
塵
進
退
を
規
律
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
繰
り
返
し
當
の
清
朝
側
に
つ
い
て
こ
れ
を
言
え
ば
、
顧
炎
武
や
黄
宗
義
な
ど
の
眞
の
明
の
遺
民
が
世
代
の
移
ろ
い
の

中

に
漸
減
し
て
い
く
情
況
下
に
あ

っ
て
、
明
史
編
修
の
必
要
か
ら
、
或
い
は
己
が
椹
力
誇
示
の
爲
も
あ

っ
て
四
名
の
布
衣
を
任
用
し
た

も

の
の
、
敷
年
後

に
は
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
必
要
で
な
く
な
り
、
寛

に
は
四
名
の
放
逐
に
よ
っ
て
明
朝
の
遺
風
は
完
全
に
彿
拭
さ
れ
た
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
來
る
も
の
は
、
名
實
共
に
備
わ

っ
た
新
た
な
清
朝
文
學
の
始
ま
り
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
に
よ

っ
て
、
康
熈
十
八
年

に
行
な
わ
れ
た
博
學
鴻
詞
科
を
ひ
と
つ
の
大
き
な
轄
換
點
と
し
て
、
そ
の
後

の
清
朝
文
學
が

實
質
的

に
出
發
し
た
と
言
、兄
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
出
發
は
、
あ
く
ま
で
も
清
朝
の
枠
内
で
の
み
可
能
で
あ

っ
た
。
あ
た
か
も
こ
の
こ
と

を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、
こ
の
時
に
行
な
わ
れ
た

『
明
史
』
の
編
修
は
、
そ
の
後

に
績
く

一
連

の
文
化
編
纂
事
業
、
つ
ま
り

『
淵
鑑

類
函
』
.
『
侃
文
韻
府
』
・
『
康
熈
字
典
』
.
『
古
今
圖
書
集
成
』
.
『
四
庫
全
書
』
・
『
餅
字
類
編
』
・
『
全
唐
詩
』
・
『
全
唐
文
』
・
『
大
清

一
統

志
』
な
ど
の
輝
か
し
い
編
纂
事
業
の
濫
筋
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
康
熈
十
八
年

の
博
學
鴻
詞
科
は
、
そ
の
後

の
清
朝
文
學

の
展
開
の
仕
方
を
ほ
と
ん
ど
決
定
づ
け
た
最
初

の
重
要
な
事
件

で
あ

っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

康
熈
十
入
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)
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註

(
1
)
吟
佛

燕
京

學
社
引
得
特
刊

『
増
校
清
朝
進
士

題

名

碑

録

附

引

得
』
に
擦
る
。

(
2
)
沈
徳
潜
「
博
學
鴻

詞
孜
」
。
秦

濠
『
己
未
詞
科
録
』
巻

一
に
擦

る
。

(
3
)
秦
濠

『
己
未
詞
科
録
』
呉
篶

序
。

(
4
)
孟
森

『
明
清
史
論
著
集

刊
』
所

牧

「
己
未

詞
科

録
外
録
」
。

(
5
)
陳
守

實

「
明
史
挟
微
」
。

(
6
)
江
南

の
三
布
衣
と

は
朱

舞
奪

・
嚴
縄
孫

・
姜
震
英
を
指
す
。
全

租
望

「
翰
林
院
編
修
湛

園
姜

先
生
墓
表

」
、

鄭
方
坤

「葦

間
詩

紗
小
傳
」
、
及
び
王
士
頑

『
池
北
偶
談

』
な
ど
に
見

え
る
。

(
7
)

日
付

は
陰

暦
を
示
す

。
以
下

同
じ
。

(
8
)

『
聖

祀
仁
皇
帝
實
録
』
巻

七
十

一
。

(
9
)
人
数

に
は
若

干
の
出
入
が

あ

る
。
例

え

ば

施

閏

章

「
愚
山
年

譜

」
に
は

「
同
試
者

一
百
七
十
五
人
」
と

い
い
、
朱

舞
奪

「竹

柁
年
譜
」

に
は

「
同
徴

一
百
九
十
餘
人
」
と
あ
る
。
ま
た
王
玩

亭

「
池
北
偶
談
」
や
方
滑
仁

「
松

隠
筆
乗
」
は
共

に

一
百
八
十

六
人
説
を
と

る
。

こ
こ
で
は

『
鶴
徴
録
』
や

『
己
未
詞
科

録
』

を
参
照

し
て
、
後
説

に
從

っ
た
。

(
10
)
孟
森

「
己
未
詞
科
録
外
録
」
よ
り
引
用

。

(
11
)
秦

蔽

『
己
未
詞
科
録
』
巷
九
よ
り
引
用
。

(
12
)
顧
炎
武

『
亭
林
文

集
』
巻
之
四

「
與
人
書

二
十

四
」
、

ま
た

『
蒋

山
傭
残
稿

』
巻

二
。
な
お
清

水
茂
氏

『
顧

炎

武

集
』
(
昭
和

四

十
九
年

朝

日
新

聞
社

中
國
文

明
選
第

七
巻
)

に
解
説
が
あ

る
。

(
13
)
孟
森

「
己
未
詞
科
録
外
録
」

よ
り
引
用
。

(
14
)
毛
奇
齢

『
西
河
合
集
』
巻
四

「
寄
張
岱
乞

藏

史

書

」
。
な
お
松

枝
茂
夫
氏

「
張
岱

の

『
陶
庵
夢
憶
』

を

讀

む
■
」
(
岩
波
書
店

『
文
學
』

一
九
七
九

・
八

第
四
十
七
巻
)

に
も
言
及
す
る
と

こ
ろ
が
あ

る
。

(
15
)
彰
紹
升
編
顧
炎
武

『
亭
林
餘
集
』
所

牧

「先
批

王
碩

人
行
状
」
。

ま
た

『
亭
林
文
集
』
巻
之
三

「
與
史
館

諸

君
書
」
、
及
び

『
蒋

山
傭
残
稿
』
巻

一

「
與
館
中
諸

公

書
」

に

は
、
「
我
錐
婦
人
、

身

受
國
恩
、
義
不
可
辱
」

と
あ
る
。

(
16
)
顧
炎
武

『
亭
林
文
集
』
春
之
三

「
與
葉
詞

奄

書
」
、
及

び

『
蒋

山
傭
残
稿
』
巻

二

「
與
同
邑
葉
詞
庵
書
」
。

(
17
)
顧

炎
武

『
亭
林
文
集
』
巻
之

四

「
答
次

耕

書
」
、
及

び

『
蒋
山

傭
残
稿
』
巷
三

「
答
播
攻
耕
」
。

(
18
)
清

水
氏
前
掲
著

一
七

七

頁

。
こ

の
詩

「
關
中

雑
詩
」
五
首
は

『
亭
林
詩
集
』
巻
之

五
所
牧
。

(
19
)
顧
炎
武

『
亭
林
詩
集
』
巻
之
五
。

(
20
)
秦
濠

『
己
未
詞
科
録
』
巻
十

一
引

「
若
肪
叢
話
」
。

(
21
)
全
租
望

『
鮎
埼
亭
集
外
編
』
巻
三
十

一

「書

明
夷
待
訪
録
後
」
。

08
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な
お
西
田
太
一
郎
氏
課

『
明
夷
待
訪
録
』
(平
凡
社

東
洋
文

庫
二
〇

昭
和
三
九
年
)
に
、
こ
の
全
租
望

「書
明
夷
待
訪
録

後
」
、
及
び
次
に
掲
げ

る
顧
炎
武

「與
黄
太
沖
書
」
を
課
出
す

る
。

・

(
22
)
張
穆

『顧
亭
林
先
生
年
譜
』
巻
三
康
煕
十
五
年
條
所
牧
、
顧
炎

武

「與
黄
太
沖
書
」
。
な
お
前
注

(
21
)
参
照
。

(
23
)
銭
林

『文
献
徴
存
録
』
巻
二
黄
宗
義
條
。

(
24
)
黄
宗
義
『南
雷
詩
暦
』巻
二

「迭
萬
季
野
貞

一
北
上

(己
未
)」。

近
藤
光
男
氏

『清
詩
選
』
(集
英
社

漢
詩
大
系
二
二
)
六

一

頁
参
照
。
な
お

『南
雷
詩
暦
』
巻
四
に
は
、
や
は
り

コ
送
萬
季

野
北
上
」
と
い
う
題
で
次
の
七
律

一
首
が
輯
録
さ
れ
て
お
り
、

萬
季
野
と
別
れ
ゆ
く
黄
宗
義
の
や
る
せ
な
い
氣
持
が
誌
さ
れ
て

い
る
。

三
愛
湖
頭
入
帝
畿

十
年
鳥
背
日
光
飛

四
方
聲
債
節
明
水

一
代
賢
姦
托
布
衣

良
夜
劇
談
紅
燭
践

名
園
曉
色
牡
丹
族

不
知
後
會
期
何
日

老
涙
縦
横
未
肯
稀

康
熈
十
入
年
博
學
鴻
詞
科
と
清
朝
文
學
の
出
發

(竹
村
)

三
畳
湖
頭

帝
畿
に
入
り

十
年

鳥
は
日
光
に
背
き
て
飛
ぶ

四
方
の
聲
便
は
明
水
に
蹄
し

一代
の
賢
姦
は
布
衣
に
托
す

艮
夜
の
劇
談
に
紅
燭
賊
き

名
園
の
曉
色
に
牡
丹
族
く

知
ら
ず

後
會
は
何
れ
の
日
を
期
せ
ん

老
涙
縦
横
と
し
て
未
だ
稀
く
を
肯
ん
ぜ
ず

(25
)
呉
映
奎

「顧
亭
林
先
生
年
譜
」
康
熈
二
年
條
。

(26
)
顧
炎
武

『亭
林
文
集
』
巷
之
三

「與
李
湘
北
書
」、
及
び

『蒋

山
傭
残
稿
』
巻
二

「與
李
湘
北
學
士
書
』。

(27
)
薫

一
山

『清
代
通
史
』
(
七
七
三
頁
)
よ
り
引
用
。

(28
)
朱
舞
尊

『曝
書
亭
集
』
巻
七
十
六
。

(
29
)
朱
舞
奪

『曝
書
亭
集
』
巻
七
十
六
。

(
鉛
)
李
調
元

『淡
墨
録
』
巻
五
活
茉
條
。
な
お
顧
炎
武

『日
知
録
』

溜
来
序
を
参
照
。

(
31
)
朱
舞
奪

『曝
書
亭
集
』
巷
七
十
六

「承
徳
郎
日
講
官
起
居
注
右

春
坊
右
中
允
条
翰
林
院
編
修
嚴
君
墓
誌
銘
」
。

(
32
)
拙
稿

「朱
舞
奪
の
遺
民
意
識
」
(九
州
大
學
文
學
郡

『文
學
研

究
』
第
七
十
七
輯

一
九
八
〇
年
)。

(
33
)
郵
之
誠

『清
詩
紀
事
初
編
』
巻
七
朱
舞
奪
條
。
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(
34
)
李
集

「
鶴
徴
録
小
叙
」
。

(
35
)
李
富
孫

「
鶴
徴
録
績
輯
序
」
。

(
36
)
楊
謙

「
朱
竹
培
先
生
年
譜
」
康
熈

四
十

八
年
條
。

(
37
)
郡
之
誠

『
清
詩
紀

事
初
編

』
巻

三
活

茉
條

。

(
38
)
孟
森

「
己
未
詞
科

録
外
録
」
。

(
39
)
前
掲
拙
論
参

照
。
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